
調
査
書
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⇔
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⇔
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⇔
⇔
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⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√

白石市小原中（生徒 人）の

１～３年生 人が近くの小原公

民館弓道場で、地元に伝わる神

事「小原の百矢納め」を体験学

習した。

２、３人ずつ横に並び、 ㍍

先の大的（直径約16㍍）を狙

い矢を放った。弓の大きさや弦

の硬さに戸惑いながらも１射、

２射と重ねるうちにこつをつか

み、的中させる生徒もいた。

体験学習は 月 日にあっ

た。小原弓道愛好会の指導で武

道の授業として取り組み、この

日が最後の５回目。「伝統行事

がいつまでも小原にあり続ける

ようにしたい」と３年高橋慶さ

ん 。３年半沢真唯さん

は「地域で弓道をする人が減っ

ているので、積極的に広めたい」

と話した

百矢納めは五穀豊
ほう

穣
じょう

や家内

安全などを願い 矢が大的に100

本当たるまで放ち続ける 藩制

時代初期に始まったとされ、現

在は４神社で春や秋に年１回ず

つ行われている。2001年に市指

定民俗文化財となった。

所作を教わり弓を構える生徒たち

百矢納め 伝統実感
∪
∪
∪
∪
∪
∪

白
石
・
小
原
中
生
が
体
験
学
習

末
末

俣 又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又

木
の
苗
を
植
え
る
児
童

海守る 願い込め植樹
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂ 気仙沼・松岩小５年生 人

気
仙
沼
市
松
岩
小
（
児
童
３
２
２
人
）

の
５
年
生

人
が
海
洋
に
つ
い
て
学
ぶ
総

合
学
習
の
一
環
で
、
同
市
松
崎
上
金
取
の

山
林
に
落
葉
樹
の
苗
１
５
０
本
を
植
え

た
。

同
市
の
松
岩
愛
林
公
益
会
が
所
有
す
る

山
林
６
０
０
平
方
㍍
に
コ
ナ
ラ
と
エ
ノ

キ
、
ク
ヌ
ギ
を

本
ず
つ
植
樹
。
児
童
は

用
意
さ
れ
た
穴
に
高
さ

㌢
ほ
ど
の
苗
を

入
れ
、
傾
か
な
い
よ
う
気
を
付
け
な
が
ら

ス
コ
ッ
プ
で
丁
寧
に
土
を
か
ぶ
せ
た
。

児
童
は
本
年
度
、
山
や
森
が
育
む
養
分

が
川
を
通
じ
て
海
に
流
れ
、
気
仙
沼
の
豊

か
な
漁
場
を
形
成
す
る
循
環
に
つ
い
て
学

ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
カ
キ
の
養
殖
イ
カ

ダ
見
学
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
観
察
に
も
取
り

組
ん
だ
。

月

日
に
あ
っ
た
植
樹
を
終
え
、
斎

藤
太
一
君

は
「
石
を
よ
け
る
の
に
意

外
と
苦
労
し
た
。
自
分
が
植
え
た
木
が
大

き
く
育
ち
、
気
仙
沼
の
海
を
守
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

公
益
会
は
５
月
、
周
辺
の
山
林
約
２
・

３
㌶
に
広
葉
樹
の
苗
約
７
０
０
０
本
を
植

え
た
。

近
きん

年
ねん

、「ジェンダーレス」

といった言
こと

葉
ば

をメディアで

よく見
み

かけるようになりま

した。日
に

本
ほん

は特
とく

に経
けい

済
ざい

、政
せい

治
じ

の分
ぶん

野
や

における男
だん

女
じょ

の格
かく

差
さ

が、他
ほか

の国
くに

と比
ひ

較
かく

すると

かなり大きいです。格差の

ない社
しゃ

会
かい

を目
め

指
ざ

していくこ

とが、これからますます

重
じゅう

要
よう

となってきます。ま

ずは身
み

近
ぢか

な問
もん

題
だい

から考えて

みませんか？

（日本新
しん

聞
ぶん

協
きょう

会
かい

ＮＩＥア

ドバイザー・県
けん

仙
せん

台
だい

二
に

華
か

高
こう

英
えい

語
ご

科
か

教
きょう

諭
ゆ

大
おお

槻
つき

欣
よし

史
ふみ

）

月 日朝刊

①「性
せい

差
さ

」を片
かた

仮
か

名
な

で言
い

い換
か

えた語
ご

を記
き

事
じ

から抜
ぬ

き出
だ

してみましょう。

（ ）

②「無
む

知
ち

の知」を説
せつ

明
めい

した部
ぶ

分
ぶん

を記事から抜き出

してみましょう。

（ ）

③「社
しゃ

会
かい

の中
なか

の性差を巡
めぐ

る課
か

題
だい

は、無
む

意
い

識
しき

の中に

潜
ひそ

むものが多
た

々
た

あります」とありますが、皆
みな

さ

んが日
ひ

頃
ごろ

感
かん

じている課題を取
と

り上
あ

げ、それに対
たい

する自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えをグループ内
ない

で発
はっ

表
ぴょう

しましょ

う。 （ ）

小 中 高校／朝学習 保健 家庭 ホームルームなど

答えは８日の

朝刊に

又又又又又又又俣
末
末
末迄 又又又又又又又 沫

末
末
末

抹

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

志
望
校
決
定
①

剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄 剏

刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹

刳刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮

調査書点向き合おう

中
学
３
年
生
は
前
期
の
評
定

が
出
た
。
ま
だ
学
年
評
定
が
確

定
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
公

立
高
受
験
に
向
け
て
自
分
の
お

お
よ
そ
の
立
ち
位
置
が
分
か
っ

た
こ
と
に
な
る
。

公
立
高
の
「
共
通
選
抜
」
で

は
、
本
試
験
の
学
力
検
査
（
５

０
０
点
満
点
）
と
調
査
書
（
１

９
５
点
満
点
）
に
よ
っ
て
合
否

が
決
ま
る
。
配
分
比
重
は
高
校

ご
と
に
異
な
る
。
自
分
の
調
査

書
点
と
同
じ
く
ら
い
の
生
徒

が
、
本
試
験
で
ど
れ
く
ら
い
得

点
し
、
合
格
し
た
の
か
が
分
か

れ
ば
、
出
願
校
を
決
め
る
際
の

参
考
に
な
る
。

こ
れ
か
ら
本
試
験
の
過
去
問

を
解
き
始
め
る
生
徒
も
多
い
。

調
査
書
点
ご
と
に
合
格
の
目
安

と
な
る
点
数
が
分
か
れ
ば
、
ぜ

ひ
活
用
し
た
い
。

現
行
の
入
試
制
度
に
は
「
特

色
選
抜
」
も
あ
る
。
例
え
ば
仙

台
三
の
普
通
科
で
は
、
調
査
書

点
の
評
価
は
共
通
選
抜
と
同
じ

だ
が
、
本
試
験
の
得
点
が
１
・

５
倍
に
な
り
、
学
力
重
視
が
鮮

明
に
な
っ
て
い
る
。

宮
城
一
の
普
通
科
や
仙
台
二

華
の
場
合
、
本
試
験
に
変
更
は

な
い
が
、
調
査
書
点
は
実
技
４

教
科
だ
け
で
な
く
、
５
教
科
も

２
倍
に
す
る
。
共
通
選
抜
よ
り

も
調
査
書
点
を
よ
り
重
視
し
て

い
る
。
仙
台
南
の
特
色
選
抜
は
、

実
技
４
教
科
の
調
査
書
点
を
通

常
よ
り
低
く
算
定
。
実
技
教
科

が
苦
手
な
生
徒
が
受
験
し
や
す

い
面
も
あ
る
。

全
体
で
見
れ
ば
共
通
選
抜
で

合
格
す
る
生
徒
が
圧
倒
的
に

多
く
、
特
色
選
抜
で
決
ま
る
生

徒
は
少
数
派
だ
。
し
か
し
、
枠

が
狭
い
と
は
い
え
、
自
分
の
調

査
書
点
が
ど
の
高
校
に
向
い

て
い
る
の
か
を
考
え
、
出
願
す

る
生
徒
は
今
後
増
え
る
だ
ろ

う
。出

願
校
が
決
ま
っ
て
い
る
生

徒
は
今
後
の
勉
強
に
生
か
す
た

め
に
、
ま
だ
固
ま
っ
て
い
な
い

生
徒
は
、
出
願
校
を
決
め
る
材

料
と
し
て
、
自
分
の
調
査
書
点

と
向
き
合
っ
て
み
よ
う
。

（
河
合
塾
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
・
進
藤
誠

泉
中
央
教
室
長
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖

ア
オ
ダ
モ
の
種
を
ま
く
子
ど
も
た
ち

町
制

周
年
祝
い

ア
オ
ダ
モ
植
え
る

大
和
・
吉
田
小

大
和
町
吉
田
小（
児
童

人
）

の
全
校
児
童
が
所
属
す
る
吉
田

み
ど
り
の
少
年
団
は
、
町
制
施

行

周
年
を
祝
う
記
念
植
樹
を

同
校
近
く
の
学
校
林
で
行
い
、

成
長
を
願
っ
た
。

周
年
に
ち
な
み
、
５
、
６

年
生
が
バ
ッ
ト
の
原
料
に
な
る

落
葉
広
葉
樹
ア
オ
ダ
モ
の
苗
木

本
と
町
花
の
ツ
ツ
ジ
８
本
を

植
え
た
。

校
内
で
は
１
〜
４
年
生
が
ア

オ
ダ
モ
の
種
を
１
人
３
粒
ず
つ

ま
い
た
。
３
年
後
に
は

〜

㌢
の
苗
木
に
育
ち
、
学
校
林
に

植
え
る
計
画
と
い
う
。

記
念
植
樹
は

月

日
に
あ

り
、
自
然
に
親
し
み
、
郷
土
愛

を
育
む
活
動
の
一
環
と
し
て
少

年
団
育
成
会
が
主
催
し
た
。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

(２３) ２０２０年(令和２年)１１月７日(土曜日)(２３) ２０２０年(令和２年)１１月７日(土曜日)
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む
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む
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む
む
む
む
む
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む
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む
む
む
む
む
むも ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま

大
崎
市
鳴
子
温
泉
の
工
人
、
熊
谷
正
さ
ん

が
「
交
通
安
全
守
る
く
ん

こ
け
し
」
を
制
作
し
、
鳴
子
署
に

月

日
、

個
を
寄
贈
し
た
。
同
署
は
、

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
高
齢
者
に
贈
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

贈
呈
式
で
、
熊
谷
さ
ん
（
右
）
が
佐
々
木
署
長
に
自
作
の
こ
け
し
を

手
渡
し
た

免許返納契機 思い込める
ミ
ニ
サ
イ
ズ
な
が
ら
細
部
ま
で
書
き

込
ま
れ
た
「
交
通
安
全
守
る
く
ん
こ

け
し
」

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

守
る
く
ん
こ
け
し
は
警
察
官

の
格
好
を
し
て
お
り
、
約
５
㌢

強
の
大
き
さ
。
持
ち
運
び
や
す

い
よ
う
ス
ト
ラ
ッ
プ
型
に
な
っ

て
い
る
。
熊
谷
さ
ん
が

年
前

か
ら
制
作
し
て
お
り
、
２
月
に

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

こ
と
な
ど
か
ら
寄
贈
を
決
め

た
。熊

谷
さ
ん
は
運
転
歴

年

で
、
こ
け
し
の
材
料
購
入
や
配

達
に
バ
イ
ク
を
愛
用
し
て
き

た
。
「
体
調
が
優
れ
な
い
日
も

あ
り
、
事
故
を
起
こ
す
前
に
や

め
る
と
考
え
て
い
た
」
と
振
り

返
る
。

同
署
で
あ
っ
た
贈
呈
式
で
、

佐
々
木
貢
署
長
は
「
鳴
子
な
ら

で
は
の
贈
り
物
。
大
事
に
使
っ

て
い
き
た
い
」
と
感
謝
し
た
。

熊
谷
さ
ん
は
「
帽
子
の
つ
ば
の

部
分
が
苦
労
し
た
。
身
に
着
け

て
も
ら
い
、
交
通
安
全
の
た
め

ル
ー
ル
を
守
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
た
。

式
で
は
、
佐
々
木
署
長
か
ら

熊
谷
さ
ん
に
運
転
免
許
の
「
卒

業
証
書
」
が
手
渡
さ
れ
た
。

同
署
管
内
の
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
者
は
、
８
月
末
ま
で

の
１
年
間
で

人
。
署
で
は
、

返
納
し
た
高
齢
者
を
た
た
え
る

「
運
転
免
許
か
ら
の
卒
業
式
」

を
毎
年
開
い
て
き
た
が
、
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
で
中
止
し
た
。
代
わ
り
に

卒
業
証
書
と
守
る
く
ん
こ
け
し

を
個
別
に
届
け
る
。

柴
田
町
の
建
設
資
材
販
売
業

仙
南
カ
イ
ハ
ツ
商
事
は
、
同
町

の
小
規
模
認
可
保
育
園
ど
れ
み

（
園
児

人
）
に
森
林
の
大
切

さ
を
伝
え
る
「
木
育
」
用
の
教

材
な
ど
を
寄
贈
し
た
。
仙
台
銀

行
の
寄
付
型
私
募
債
発
行
で
支

払
う
手
数
料
の
一
部
を
充
て

た
。寄

贈
式
は

月
８
日
、
同
社

所
有
の
町
内
の
古
民
家
で
あ

り
、
０
〜
２
歳
の
園
児

人
と

保
護
者
、
職
員
の
計
約

人
が

招
か
れ
た
。
木
育
で
使
う
フ
ォ

ト
フ
レ
ー
ム
キ
ッ
ト
と
絵
本

冊
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。
遊
び
の

時
間
も
設
け
ら
れ
、
園
児
た
ち

は
古
民
家
周
辺
の
森
林
を
散
策

し
た
り
、
絵
本
を
読
ん
だ
り
し

て
楽
し
ん
だ
。

大
沼
毅
彦
社
長
は
「
地
域
貢

献
の
一
環
と
し
て
、
地
元
の
子

ど
も
た
ち
に
森
林
の
素
晴
ら
し

さ
を
学
ぶ
機
会
に
し
た
い
と
考

え
、
森
林
に
囲
ま
れ
た
古
民
家

で
の
遊
び
体
験
を
企
画
し
た
」

と
話
し
た
。

同
社
が
活
用
し
た
の
は
「
じ

も
と
応
援
私
募
債
」
。
仙
台
銀

が
企
業
か
ら
受
け
取
る
手
数
料

の
一
部
を
発
行
企
業
に
還
元

す
る
形
で
、
学
校
や
地
方
公
共

団
体
な
ど
に
物
品
を
寄
贈
す

る
。

【かほくワークシートの模範解答】

①「性
せい

差
さ

」を片
かた

仮
か

名
な

で言
い

い換
か

えた語
ご

を

記
き

事
じ

から抜
ぬ

き出
だ

してみましょう。

（ジェンダー ※英
えい

語
ご

で ）

②「無
む

知
ち

の知」を説
せつ

明
めい

した部
ぶ

分
ぶん

を記事

から抜き出してみましょう。

（無知の自
じ

覚
かく

の大
たい

切
せつ

さ、気
き

付
づ

くことが

新
あら

たな一
いっ

歩
ぽ

となる）

③ 社
しゃ

会
かい

の中
なか

の性差を巡
めぐ

る課
か

題
だい

は 無
む

意
い

識
しき

の中に潜
ひそ

むものが多
た

々
た

あります」と

ありますが、皆
みな

さんが日
ひ

頃
ごろ

感
かん

じている

課題を取
と

り上
あ

げ、それに対
たい

する自
じ

分
ぶん

の

考
かんが

えをグループ内
ない

で発
はっ

表
ぴょう

しましょう。

（解
かい

答
とう

例
れい

「男
おとこ

はズボン、女
おんな

はスカー

ト」「男らしく、女らしく」「家
か

事
じ

・

育
いく

児
じ

は女の仕
し

事
ごと

」「女
じょ

性
せい

は子
こ

を産
う

む機
き

械
かい

」といった発
はつ

言
げん

）

７
日
の答

え
だ
よ
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町
の
防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
る
参
加
者

木育 教材保育所に贈る
柴田の企業私募債手数料を活用

古民家で寄贈された絵本を読む園児

塩釜市の北浜マリンベースなど

で、魚介類を育む海藻「アマモ」の

移植や干潟造りに取り組むイベント

があった。塩釜港や松島湾の保全や

再生に向けた活動の一環で、市内の

親子連れなど約 人が参加した。

参加者はアマモの花枝から取り出

した種をザルでふるいにかけるなど

して砂や貝を取り除き、ピンセット

で種を選別してプランターに移植し

た。約２週間で発芽する見込みで、

一定程度に育ててから海に戻す。

参加者は、その後に北浜緑地護岸

の親水空間に移動し、漂着したプラ

スチック容器などのごみを集めたほ

か、約３㌧の砂をバケツリレーで運

び、桟橋から海にまいて干潟造りを

した。

市塩釜一小１年の菊地結衣さん

７ は「バケツで砂をまくのが楽し

かった。１人で持つのは重かったけ

ど、大人に手伝ってもらってできた。

きれいな砂浜になってほしい」と話

した。

イベントは 月 日、市と松島湾

アマモ場再生会議（塩釜市）、セブ

ン―イレブン記念財団（東京）が協

力して実施した。３者は７月に連携

協定を結び、アマモが群生するアマ

モ場の回復などに取り組む再生会議

を市と財団が支援するとしている。

海
の
環
境

再
生
し
よ
う

海に砂をまく子どもら
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塩釜親子らアマモ移植 干潟造り

ア
ー
ト
の
仮
装
を
し
て
街
中
を
歩
く
子
ど
も
ら

塩
釜
市
杉
村
惇
美
術
館
は
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
時
期
に
合
わ

せ
、
ア
ー
ト
作
品
に
着
想
を
得

た
仮
装
姿
で
菓
子
店
や
カ
フ
ェ

な
ど
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
を
市
内

の
本
町
商
店
街
で
開
い
た
。
県

内
の
小
学
生
ら
約

人
が
参
加

し
た
。

子
ど
も
ら
は
塩
釜
出
身
で
漫

画
雑
誌
「
ガ
ロ
」
の
初
代
編
集

長
を
務
め
た
長
井
勝
一
さ
ん
に

ち
な
み
、
連
載
さ
れ
た
漫
画
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
表
現
し

た
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
身
に
着
け

て
街
中
を
歩
い
た
。

６
店
舗
を
回
っ
て
、
通
常
の

「
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー

ト
」
で
は
な
く
、
「
ア
ー
ト
・

オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
（
お
菓
子
を

く
れ
な
い
と
ア
ー
ト
作
品
に
す

る
ぞ
）
」
と
店
員
に
呼
び
掛
け

た
。
行
列
は
、
仙
台
市
を
中
心

に
活
動
す
る
ジ
ャ
ズ
ト
リ
オ
が

演
奏
し
な
が
ら
先
導
し
た
。

多
賀
城
市
山
王
小
３
年
の
橋

本
和

わ

来
く

君

９

は
「
ガ
ロ
に
出

て
く
る
目
玉
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
格
好
を
し
た
。
お
店
を
回
っ

て
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
も
ら
っ
て
楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は

月

日
に
行

わ
れ
た
。
子
ど
も
や
地
域
住
民

に
美
術
に
親
し
ん
で
も
ら
い
な

が
ら
、
地
元
商
店
街
を
元
気
づ

け
よ
う
と
企
画
し
、
今
年
で
３

回
目
。
１
回
目
は
洋
画
家
杉
村

惇
さ
ん
の
絵
画
、
２
回
目
は
世

界
の
名
画
を
モ
チ
ー
フ
に
仮
装

し
た
。

防
災
力
向
上
へ

研
修
会
を
開
催

南
三
陸
・
戸
倉

南
三
陸
町
戸
倉
地
区
の
全
約

４
６
０
世
帯
で
つ
く
る
「
戸
倉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
」

は
、
同
町
の
戸
倉
公
民
館
で
防

災
研
修
会
を
開
い
た
。

行
政
区
長
や
消
防
団
員
ら

人
が
参
加
。
町
役
場
で
危
機
対

策
を
担
当
す
る
職
員
か
ら
、
緊

急
防
災
情
報
の
提
供
や
自
主
防

災
組
織
設
立
の
補
助
制
度
な
ど

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。
町
に
よ
る
と
、
町

内
の
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率

は
６
割
だ
と
い
う
。

戸
倉
地
区
は
東
日
本
大
震
災

の
津
波
で
被
災
し
、
犠
牲
者
も

出
た
。
協
議
会
の
佐
藤
泰
一
会

長
は
「
研
修
が
地
域
の
防
災
力

を
高
め
る
機
会
に
な
れ
ば
い

い
」
と
話
し
た
。

研
修
会
は

月

日
に
開
か

れ
た
。

漫
画

ガ
ロ

の
キ
ャ
ラ
表
現
塩 釜

感
謝
状
を
受
け
取
る
前
田
さ
ん（
右
）

コ
ン
ビ
ニ
店
長

特
殊
詐
欺
防
ぐ

泉
署
が
感
謝
状

特
殊
詐
欺
を
未
然
に
防
い
だ

と
し
て
、
泉
署
は
、
仙
台
市
泉

区
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
仙
台

泉
松
陵
店
と
店
長
の
前
田
純
さ

ん

に
感
謝
状
を
贈
っ
た
。

泉
署
な
ど
に
よ
る
と
、
９
月

日
午
後
２
時
ご
ろ
、
来
店
し

た

代
男
性
が
電
子
マ
ネ
ー

万
円
分
を
購
入
し
た
。
男
性
が

現
金
を
数
え
る
様
子
を
不
審
に

思
っ
た
前
田
さ
ん
が
話
を
聞
く

と
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
利
用
料

金
を
請
求
す
る
詐
欺
の
疑
い
が

あ
り
、
返
金
の
手
続
き
を
し
て

警
察
に
通
報
す
る
よ
う
促
し
た

と
い
う
。

泉
署
で

月

日
に
贈
呈
式

が
あ
り
、
阿
蘓
東
彦
署
長
か
ら

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
前
田
さ

ん
は
「
今
後
も
ス
タ
ッ
フ
全
員

に
注
意
喚
起
し
た
い
」
と
話
し

た
。
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(２３) ２０２０年(令和２年)１１月８日(日曜日)(２３) ２０２０年(令和２年)１１月８日(日曜日)


